
2026 年 5 月 31 日 （朝 10：30-11：30） 

聖 日 礼 拝 司会 城尾マコト 牧師 

前 奏 全員黙祷  「新聖歌 23 番」 

招 詞 箴言 9章 10 節(新 890 頁) 司会者 

頌 栄 ♪ 新聖歌 60 番 

主の祈り  全 員 

使徒信条  全 員 

交読文 新共同訳 7番 詩篇 23 篇 936 頁 司会者・全 員 

聖 書 出エジプト記 40 章 34～35 節(新 134 頁) 司会者 

讃美歌 ♪ 新聖歌 108 丘に立てる荒削りの 

祈 祷 司会者による祈り 

 ♪ 子供達の祝福の為の賛美 484 番 

讃美歌 ♪ 新聖歌 127 墓の中に 

メッセージ 「神様とともにいたいですか？」 城尾淳一 神学生 

讃美歌 ♪ 新聖歌 209 いつくしみ深き 

    証とお知らせの時間 

献 金 ♪ 新聖歌 55 番 

頌 栄 ♪ 新聖歌 63 番 

主の祈り  司会者・全 員 

後 奏 全員黙祷 ♪新聖歌 59 番 
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【 幕屋プロジェクト 】 
モーセから幕屋建設のための捧げ物を求められたイスラエルの民た
ちは、心から喜んで金・銀・青銅・布・皮・アカシヤ材・宝石など
を次々ともってきました。あまりに多く集まりすぎて、モーセが
「もう十分です」と止めるほどでした。 
 
【 恐れから愛へ 】 
金の子牛事件で神様の裁きを経験し、「あなたがたと一緒に行けばあ
なたがたを滅ぼしてしまう」とまで言われた民が、今度は喜んで捧
げています。これは大きな変化です。「主を恐れることは知恵のもと
である」（箴言 9:10）とあるように、恐れ→従順→愛→喜びからの奉
仕という成熟のプロセスがあります。恐れから始まってもそこから
愛に育っていけばよいのです。 
 
【 神様の霊による賜物 】 
職人のベザレルとアホリアブには、神様の霊（ルーアッハ・エロヒ
ーム）が注がれ、知恵・悟り・知識・工作の技術が与えられまし
た。エジプトでレンガを積んでいた元奴隷たちに、神殿建築の技術
が与えられたのです。また、特別な技術をもたない人でも「工事を
なそうと心に望む者」として参加できました。知恵も志も神様から
の賜物です。 
 
【 幕屋とは何か 】 
幕屋（ミシュカン）とは「神様が住まわれる場所」という意味で、
外庭・聖所・至聖所に分かれていました。完成の期日は翌年の正月
元日と定められており、民たちは約半年から 9ヶ月でこれを完成さ
せました。 
 
【 神様が民の中に住まわれた 】 
幕屋が完成したとき、主の栄光が幕屋に満ちました。出エジプト記 1
章では奴隷だったイスラエルの民が、最終章 40 章では神様が民の中
に住んでくださったのです。これこそが出エジプトの目的の完成で
した。約束の地に入ることではなく、「神様とともにいること」が真
の目標だったのです。 
 
【 神様とともに歩む 】 
現代のわたしたちも、ゴールまでの間、神様とともに歩む生き方が
求められます。しかし、これは人間の力でできることではありませ
ん。だからこそ、イエス様のとりなしによって聖霊様が与えられま
した。どうしたらよいかわからないとき、罪を犯したとき、心の中
の聖霊様を通して神様を頼りましょう。 
 

城尾淳一 神学生 

 出エジプト記 35 章「神様とともにいたいですか？」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日之影キリスト教会 

週報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 住  所 】 

〒882-0402 宮崎県西臼杵郡日之影町岩井川 2724-1 

 

【 献金口座 】 

■ 宮崎銀行 高千穂支店 普通 117216 城尾マコト 

■ ゆうちょ銀行 店名 四一八 店番 418 普通 3873744 

記号 14140 番号 38737441 城尾マコト 

 

 
主 の 祈 り 

 天にまします我らの父よ、ねがわくばみ名をあがめさせ
給え、御国を来らせ給え、御心の天になるごとく地にもな
させ給え。 
我らの日用の糧を今日も与え給え、我らに罪をおかすもの
を我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるし給え。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出し給え。 
国と力と栄とは限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 
 

使 徒 信 条 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り
子我らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり処女マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに
苦しみを受け十字架につけられ、死にて葬られ、陰府に下
り、三日目に死人の内よりよみがえり、天に昇り、全能の
父なる神の右に坐したまえり。 
 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の
赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。    

アーメン 
 

子供讃美歌 484 神様ありがとう 
神さまありがとう 今朝受けた恵みと 
心の糧を 感謝します 
神の子供として 歩んでいけるように 
いつもそばにいて お守りください 
 
父なる神さま 御子なるイエスさま 
御霊の神さまに ハレルヤ アーメン 

 


